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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年3月17日(2014.3.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　実質的に純粋なポリヌクレオチド：
　用語“実質的に純粋なポリヌクレオチド”とは、本明細書において使用される場合、他
の外来性の又は所望しないヌクレオチドを有さず、そして遺伝子構築されたタンパク質生
成システム内での使用のために適切な形で存在するポリヌクレオチド調製物を言及する。
従って、実質的に純粋なポリヌクレオチドは、それが天然において結合される他のポリヌ
クレオチド材料を、多くとも10重量％、好ましくは多くとも８重量％、より好ましくは多
くとも６重量％、より好ましくは多くとも５重量％、より好ましくは多くとも４重量％、
より好ましくは多くとも３重量％、さらにより好ましくは多くとも２重量％、最も好まし
くは多くとも１重量％、及びさらに最も好ましくは多くとも0.5重量％含む。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　もう１つの好ましい観点においては、ポリペプチドは、配列番号５のアミノ酸配列又は
その対立遺伝子変異体；又はプロテアーゼ活性を有するそのフラグメントから成る。もう
１つの好ましい観点においては、ポリペプチドは、配列番号５のアミノ酸配列から成る。
もう１つの好ましい観点においては、ポリペプチドは、配列番号５のアミノ酸２～148又
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はその対立遺伝子変異体；又はプロテアーゼ活性を有するそのフラグメントから成る。も
う１つの好ましい観点において、ポリペプチドは、配列番号５のアミノ酸２～148から成
る。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
　第３の観点においては、本発明は、配列番号５又はその成熟ポリペプチドの１又は複数
のアミノ酸の保存性置換、欠失及び/又は挿入を含んで成る人工変異体に関する。好まし
くは、アミノ酸変化は、マイナーな性質のもの、すなわち保存性アミノ酸置換又は置換；
１～約30個のアミノ酸の小さな欠失；小さなアミノ－又はカルボキシル－末端、例えばア
ミノ末端メチオニン残基の延長；約20～25個までの残基の小さなリンカーペプチド；又は
実行電荷又は他の機能、例えばポリ－ヒスチジン路、抗原性エピトープ又は結合ドメイン
を変えることにより精製を促進する小さな延長のものであり；換言すれば、タンパク質の
折りたたみ及び/又は活性に有意に影響を及ぼさない変化である。
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